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1. はじめに 

 今日、ヘッドマウントディスプレイ(以下 HMD)を利用し

た、様々な形の表現方法が提案されている。著者らはその

中でも特に HMD 『Oculus Rif』 と、これに対応しているス

テレオカメラ 『Ovrvision』 とを組み合わせて、使用者の視

界に入った物にリアルタイムで映像的な効果を施して表示

するシステムを開発した。これは、視界中の人物の顔画像

の肌を美観化して表示するものである。このシステムは、ε

-フィルタなる非線形ディジタルフィルタ[1][2]を採用するこ

とにより少ない計算量で効果的な肌の美観化を行う。本

HMD の着用により、人の顔が現実的に美観化されることを

確認した。 

 

2. リアルタイム顔画像美観化システムの原理 

2.1 システム構成 

 Ovrvision を使うことで人間の視界に限りなく近い

映像を取得でき、この入力映像を処理したのちに HMD

に出力することでリアルタイムな映像処理を可能に

している。図１にリアルタイム美観化処理システムの

構成図を示す。HMD にステレオカメラを取り付け、左

眼、右眼から入力された画像を各々パソコンに取り込

み、顔領域映像を検出する。顔領域検出は、輝度と色

情報により行った。各画像の顔領域に対して、ε-フ

ィルタ処理を施し、出力画像を各々HMD の左眼、右眼

に入力する。 

 

2.2 ε －フィルタの原理 

 ε-フィルタは、突発的変化を含む信号に重畳した

小振幅高周波雑音を除去する非線形フィルタで、画像

の輪郭を保持したまま雑音除去を行う。このε- 

 

 

フィルタの入出力関係式は次式のように表される。 
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ここに、x(n), y(n)は各々入力・出力信号、ak は低域通

過フィルタ係数、F は±ε以内の非線形関数である

[1]。 

 

3. 提案システムによる処理実行例 

 図 2 に処理実行例を示す。(a)が入力された画像、(b)が

Ovrvision を通して処理を終えた画像である。肌の質感が

変化しているが、違和感の少ない自然な状態で表示出来

ているのがわかる。 

 

4. まとめ 

ε- フィルタを用いてリアルタイムに顔を美観化するシス

テムを提案し、実際の処理結果を提示してその有効性を

示した。このシステムを用いることで現実の世界にある情報

に理想的な効果を施して自然な形で知覚することが可能と

なった。今後は美観化だけでなく、さらにバリエーションに

富んだ変化をつけられるように研究を進めていきたい。 
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図２ 処理結果画像 
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